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研究成果の概要（和文）：地域の多様な側面に関わる地域資源としての里山・里海について、地域内外のアクタ
ーと連携して管理を行うモデルについて考察を行い、連携を促す地域圏の特定手法等を開発した。具体的には以
下の３点を解明した。①居住地域内外の地域及びその地域環境資源に対する関心度、各資源へのアクセス性の関
係性、②各資源について高い関心を示すアクターの地理的分布から予測される地域圏の分布パターン、③各資源
への関心の高いアクターの分布から成る地域圏において、実際の管理行動を起こす際の課題と、行動を起こすイ
ンセンティブを解明した。また、里山・里海の資源管理を促す制度の整理及びアクター間のコミュニケーション
手法の構築を行った。

研究成果の概要（英文）：We analyzed a model for participatory managements of Satoyama and Satoumi as
 regional resources related to various aspects of the region, and developed a method for identifying
 regional areas that promote cooperation. Specifically, the following three points were identified. 
(1) The relationship between the level of interest in the region and its local environmental 
resources and the accessibility of each resource, (2) The distribution pattern of the regional areas
 predicted from the geographical distribution of actors showing high interest in each resource, and 
(3) The challenges and incentives for taking actual management actions in a regional area consisting
 of the distribution of actors with a high interest in each resource. Furthermore, we analyzed 
institutions that promote resource management in Satoyama and Satoumi, and developed communication 
methods among actors.

研究分野： 都市地域環境学

キーワード： 都市地域連携　資源管理　アクセシビリティ　生態系サービス　世界農業遺産　里山・里海　参加型マ
ネジメント　GIS

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、地域資源としての各地の里山・里海について、その分布パターン等について把握したうえで、それ
らの資源にアクセスしている主体や高く評価する主体の分布を特定し、持続的に資源管理を行うことが可能な地
域圏を解明する手法を開発した。解明される地域圏については、実際の管理行動を行う際に解消すべき障壁の把
握と、行動を促すインセンティブを明らかにすることで、具体的な管理行動を促す戦略を構築する際の基盤情報
として活用することが可能である。本研究の成果は、地域の行政、企業、DMO等を含む観光組織等において活用
可能であり、学術的な貢献にとどまらない社会的意義を有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

少子高齢化の状況下において観光資源のマネジメントについては、環境保全やコミュニティ

の維持・形成等、地域の異なる側面に同時的にアプローチする方策が求められている。特に里山・

里海と呼ばれる、人の介入によって成り立ってきた景観やそこでの営みは、地域の生物多様性に

関わり、地域産品の生産、住民の日常的な生活の場として複合的な機能を有する。里山・里海は、

日本において「故郷」として認知されることもあると同時に、荒廃が顕著に進んでいる最前線で

もある。担い手不足や獣害といった共通の問題を有しつつも、実際には多様な環境、コミュニテ

ィが関わる里山・里海に対して統一的な処方箋を見出すことは困難であり、それぞれの里山・里

海の環境特性や地域内外のアクターの意識を理解したうえで、環境保全と観光振興を両立する

マネジメントの方向性を導出する必要がある。 

人工的な環境と自然環境が混在する里山・里海の環境を、観光資源としての機能に加えて、地

域の防減災機能を有するインフラとして捉え直そうとする動きもある。地域のインフラとして

の里山・里海は、人口増加期とは異なるマネジメントのあり方が求められている。里山・里海を

含む生態系の機能を活用したインフラのうち、河川や湖沼、海岸等の水辺環境から成るインフラ

はブルーインフラと呼ばれ、陸域の林地や農地等から成るグリーンインフラとともに、防減災や

観光マネジメントの観点から注目されている。地域の歴史・文化的側面とも深く関わる里山・里

海をインフラとして捉え、その整備の技術的な解決策の模索が進められている。一方で、そのよ

うなインフラを実際に管理していくうえでの当事者意識の醸成は、これまでのインフラ管理に

おいても課題とされてきており、当事者意識を高める方策を構築するには、関係するアクターの

意識を理解することが基礎となる。 

特に少子高齢化が進む中では、河川の流域において上流部の地域を下流部の都市部がサポー

トするといった地域を超えた連携体制をより効率的に進める必要がある。例えば、ある地域の里

山・里海は、当該地域の住民によって管理するという側面を保ちながらも、別の地域の住民も管

理に貢献できるような仕組みが考えられる。自らが居住する地域以外に関心を持つ理由は、故郷

や里山・里海の原風景等への郷愁、生物多様性への意識、素朴な興味等多様な理由が想定される。

人々がある地域に対する関心を持つ理由のパターンを解明し、それぞれの理由を踏まえながら

各自の里山・里海の管理へのモチベーションを高めることができれば、都市、地域の区分を超え

た管理体制の構築や観光交流の促進に資すると考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、上記のようにブルー・グリーンインフラとしても捉えられる里山・里海等の地域

資源について、既存の GIS データを活用しながらその分布情報を整備したうえで、以下の問い

に答えることを目的とした。 

（問１）居住地域内外の地域及びそこでの地域資源に対する関心度、各資源へのアクセス性の関

係性は如何なるものか 

（問２）各資源について、高い関心を示すアクターの地理的分布から予測される、地域圏とは如

何なる分布パターンを有するか 

（問３）各資源への関心の高いアクターの分布から成る地域圏において、実際の管理行動を起こ

す際の課題と、行動を起こすインセンティブとは何か 

最終的に特定された地域圏を各地の自治体等の戦略策定において活用可能であり、将来的な

展開として、自治体と連携しながら住民の地域資源管理への当事者意識の醸成に効果的なコミ

ュニケーション手法の構築を目指している。 

対象地域としては、これまでも調査研究において連携してきた自治体が位置する中部地方と

して、名古屋市、金沢市等の都市部の自治体からその周辺の能登地域等の郊外、農村部を多く含

む地域までを対象とした。これまで、石川県では、地域資源のアクセス性と資源への評価に関す



る調査で各自治体と連携しており、愛知県では生物多様性指標を活用した地域評価モデルの構

築等において連携を進めていたため、コロナ禍の影響を受けつつも、本研究を効率的に進めるこ

とができた。 

 

３．研究の方法 

本研究では、期間内に下記の目標を達成することによって、最終的に自治体等の地域アクター

と連携して開発するコミュニケーション手法の構築へと展開している。 

（1）中部・北陸地方の里山・里海環境のうち、土地利用や社会・経済特性に関する既存の定義

を活用しながら、里山・里海の環境を、GIS データとして整備した。使用データとして、国土交

通省、国土地理院等のデータを活用した。 

（2）中部・北陸地方の各自治体及び、その他の日本各地の DMO を対象とした調査及び既存資料

の分析を行った。アンケート調査についてはオンラインで調査を実施し、定性的なヒアリング調

査も組み合わせることで実態を多角的に把握することができた。アンケート調査については、そ

の他の研究プロジェクトにおいて行う大規模調査と連携して調査を実施することで効率的に実

行することができた。 

（3）回答者の属性や居住地域及び各地域資源に対する関心ごとに、回答者を分析し、回答者の

地理的な分布の抽出と資源までのアクセス性を計算、把握した。特に、資源管理に意欲のある回

答者の分布データは、観光資源としての里山・里海等の資源管理に対して何らかのインセンティ

ブ等があれば、比較的貢献を行う姿勢を持ちやすい人々の分布を示しており、潜在的な資源管理

の当事者の分布と捉えることもできる。 

（4）管理行動を促す地域認定（世界農業遺産等）、地域産品認証（地理的表示等）について、制

度運営側の機関と、制度利用側の関係者の意識ギャップ等を分析し、制度を活用した資源管理の

促進に必要な、アクター間の情報共有のあり方を解明した。 

（5）最終的に分析結果を論文等として取りまとめ、情報発信を進めることによって、今後の自

治体間の連携や管理方針の策定に貢献することを目指している。今後の資源管理体制の構築に

向けたコミュニケーション手法の開発における課題等を分析することにより、本研究で得られ

た成果を実装へとつなげるための準備を進めた。 

 

４．研究成果 

資源管理を促進する地域圏を特定する手法に関して、資源へのアクセス性や資源に対する認

識を解析した結果を論文として発表した(論文 1,2)。特に資源へのアクセスに関して里山等の緑

地は、コロナ禍においてアクセス可能な層がより偏在するといった環境格差の問題も深刻化し

ていることが把握された。観光資源管理の主体の一つとしての DMO を対象とした分析では、日本

における都市部と農村部の DMO の連携を進めることの意義を明らかにした(論文 3)。本研究で得

られた知見等については今後も論文等の形で継続的に発信していくことを計画している。 
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